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関ブロ商工会青年部主張発表大会
壮青年部設立・部員交流会開催
商工会正副会長研修会
農商工連携マッチングフェア２０２０
商工会TOPICS
河口湖商工会／上野原市商工会
ＮＷＡＤに聞いてみよう　斉藤税理士
創業塾（峡南／富士・東部）
一歩夢向うへ　㈲武州屋
ポリテクセンターからのお知らせ
中小企業景況調査 7～ 9月期
商工会なう　韮崎市商工会
しあわせ調査員のクチコミ情報

　ものづくりに対する理解、興味を深めるために企業が一般向けに工場や工房

を公開する「オープンファクトリー」。

　楽しみながら普段は見られないものづくりの現場を知ることができ、また子供

達に、ものづくりの魅力を伝えられる機会となる。

　参加企業にとっても自社のファンづくりや見学者への説明を通じて社員教育

にも繋がる面もある。さらに地域にとっては事業を通じて普段は関わらない人達

との交流が図られ、新たなコミュニティが生まれるなどメリットは沢山ある。

　今回、県内でも有数の「ものづくりのまち」である、韮崎市の取組みを取材した。

（詳細記事は８ページに記載）

機関紙「商工会やまなし」は、地域で頑張る経営者の
皆様を応援していきます

「ものづくりのまち」を体験

一人ひとりの経営力の向上をバックアップします
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含んでおります。
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青
年
部
連
合
会
は
、
9
月
11
日
・
12
日

に
か
け
、
千
葉
県
千
葉
市
で
開
催
さ
れ
た

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
主
張
発
表

大
会
（
千
葉
大
会
）
に
参
加
し
た
。「
紡

ぎ　

～
変
わ
る
も
の
・
変
わ
ら
な
い
も
の

～
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
変
わ
ら
ぬ
絆
の

再
認
識
と
意
欲
あ
る
挑
戦
の
大
会
と
な
っ

た
。

　

年
々
部
員
数
の
減
少
し
て
い
る
な
か
、

過
去
最
高
の
千
名
超
の
青
年
部
員
が
参
加

し
、
本
県
か
ら
も
65
名
が
参
加
し
た
。
他

県
の
青
年
部
員
と
積
極
的
に
交
流
を
は
か

り
、
各
会
青
年
部
の
地
域
貢
献
や
資
質
向

上
に
つ
な
が
る
活
動
事
例
な
ど
に
つ
い
て

情
報
交
換
を
行
っ
た
。

　

各
都
県
代
表
が
集
い
、
主
張
発
表
大
会

が
開
催
さ
れ
、本
県
代
表
の
辻
和
孝
氏（
昭

和
町
商
工
会
青
年
部
）
が
出
場
。
今
年
か

ら
抽
選
で
Ａ
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て

審
査
を
行
い
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
覇
者
が

愛
知
で
行

わ
れ
る
全

国
大
会
の

切
符
を
つ

か
む
。
辻

氏
は
Ａ
ブ

ロ
ッ
ク
と

な
り
惜
し

く
も
賞

は
逃
し

た
も
の

の
、
自

身
の
座

右
の
銘

「
自
分

が
源
」

を
青
年

部
活
動

か
ら
再

認
識
し

た
体
験

を
清
々

し
く
発
表
し
た
。

　

最
優
秀
賞
に
は
、
静
岡
県
（
掛
川
み
な

み
商
工
会
青
年
部
）
橋
山
豪
人
氏
と
長
野

県
（
野
沢
温
泉
商
工
会
）
河
野
今
朝
成
氏

が
受
賞
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
す
し
ざ
ん
ま
い
木
村
社

長
の
活
力
み
な
ぎ
る
講
習
会
や
マ
グ
ロ
を

そ
の
場
で
さ
ば
き
味
わ
う
交
流
会
が
あ

り
、
耳
と
舌
で
学
ん
だ
。
物
産
展
で
は
、

お
な
じ
み
と
な
っ
た
「
Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ｕ
Ｌ
Ｓ
Ｅ

ネ
ク
タ
イ
・
ス
カ
ー
フ
」
の
販
売
の
他
に

市
川
三
郷
町
商
工
会
青
年
部
が
企
画
し

た
、「
Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ｕ
Ｌ
Ｓ
Ｅ
印
鑑
」
を
披
露

し
た
。

～
一
都
十
県
　
千
名
超
の
青
年
部
員
同
志
が
交
流
～

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部

　
　
　
主
張
発
表
大
会
（
千
葉
大
会
）
に
参
加

壮青年部設立と部員交流会を開催

アクサ生命保険株式会社

アクサ生命は、商工会と協力し、会員事業所の各種ニーズ（弔慰金・見舞金制度、退職金制度、

リスク対策や事業承継など）を共済制度／福祉制度でサポートしています。

主張する辻氏

マグロを前に

部員交流会

　６月２２日 ( 土 ) に青年部卒業生５９名が加入し、壮年の知識
と経験を活かして未来の商工会を描き、改革を進めていく中心
となる組織として歩みを始めた。
　９月２８日 ( 土 ) アピオ
甲府にて部員交流会を開催
し、今後の活動課題につい
て活発な意見交換会を開催
した。

壮青年部執行部
部　長　竹井健一（甲州市商工会）
副部長　木内吉英（韮崎市商工会）
　〃　　藤本恭司（大月市商工会）
　〃　　岸本克彦（市川三郷町商工会）

壮青年部ではともに活動していく
メンバーを募集しています。
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９
月
４
日
（
水
）
富
士
レ
ー
ク
ホ
テ
ル

に
83
名
が
参
加
し
、
商
工
会
正
副
会
長
研

修
会
は
、県
連
の
中
村
会
長
の
挨
拶
の
後
、

二
部
構
成
で
開
催
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
南
ア
ル
プ
ス
市
商
工
会

の
新
津
正
彦
会
長
と
塩
谷
一
郎
専
務
理
事

を
講
師
に
招
い
て
、
南
ア
ル
プ
ス
市
商
工

会
が
取
り
組
む
魅
力
あ
る
事
業
と
商
工
会

運
営
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。
両
氏

は
、「
商
工
会
や
組
織
の
活
性
化
等
に
つ

い
て
、
商
工
会
は
会
員
あ
っ
て
の
組
織
で

あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
、
財
政
基
盤

を
確
立
し
幅
広
く
事
業
を
展
開
す
る
こ

と
、
財
政
・
組
織
・
事
業
の
三
つ
の
歯
車

で
商
工
会
を
推
進
す
る
こ
と
、
総
合
力

ア
ッ
プ
に
は
、
中
期
計
画
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
」
等
を
話
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
プ
ッ
シ
ュ
型
事
業
承
継

高
度
化
事
業
ブ
ロ
ッ
ク
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
土
屋
富
治
中
小
企
業
診
断
士
か

ら
、
商
工
会
に
お
け
る
事
業
承
継
へ
の
取

り
組
み
に

つ
い
て
の

講
演
が
行

わ
れ
た
。

　

土
屋
氏

は
、
既
に

組
織
と
し

て
事
業
承

継
に
取
り

組
み
始
め

た
都
留
市

商
工
会
と

甲
斐
市
商

工
会
の
事

業
承
継
調

査
結
果
を

基
に
、
早

め
に
後
継

者
の
意
識

を
確
認
す

る
こ
と
、

後
継
者
の
範
囲
を
広
げ
て
考
え
る
こ
と
、

経
営
資
源
の
譲
渡
も
検
討
す
る
こ
と
な

ど
、
国
の
施
策
を
活
用
し
、
課
題
の
整
理

か
ら
始
め
、
経
営
計
画
を
作
成
し
て
い
く

こ
と
で
後
継
者
育
成
に
役
立
て
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
話
し
た
。

　

ま
た
、
事
業
承
継
に
つ
い
て
は
、
商
工

会
が
支
援
し
な
が
ら
進
め
る
こ
と
を
話
し

た
。

　

そ
の
後
、
開
催
さ
れ
た
懇
談
会
で
は
、

長
崎
幸
太
郎
知
事
を
は
じ
め
県
の
商
工
関

係
の
幹
部
職
員
を
招
い
て
、
多
く
の
活
発

な
意
見
交
換
の
場
と
な
り
、
盛
会
裏
に
研

修
会
は
終
了
し
た
。

～
令
和
元
年
度
商
工
会
正
副
会
長
研
修
会
～

「
魅
力
あ
ふ
れ
る
事
業
と
商
工
会
の
運
営
」

「
事
業
承
継
へ
の
取
り
組
み
」
の
実
現
に
向
け
て

農商工連携マッチングフェア 2020  開催のご案内 !!

団体割引２２.５％ ！

南アルプス市商工会
塩谷一郎　専務理事

【食品・加工品等の展示商談会】
日　　時　令和２年１月２２日（水）１２：００～１７：００
会　　場　アピオ甲府　本館１階「吉兆の間」℡055-222-1111
　　　　　中巨摩郡昭和町西条3600
募集企業　１００社 (定員になり次第に締め切ります )　
出  展  料　１ブース　５,０００円 (税込 )
申込方法　山梨県商工会連合会ホームページから
申込締切　令和元年１０月３１日(木 )
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商
工
会
T
O
P
I
C
S

 
各
商
工
会
の
元
気
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す

　
　

平
成
30
年
の
富
士
河
口
湖
町
に
お
け
る
年

間
延
べ
外
国
人
宿
泊
者
数
は
60
万
人
を
超

え
、
国
際
旅
行
の
需
要
は
依
然
と
し
て
堅
調

に
推
移
し
て
い
る
。

　

河
口
湖
商
工
会
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅

行
者
の
利
便
性
向
上
や
、
販
売
機
会
の
喪
失

防
止
に
向
け
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
推
進

し
て
お
り
、
今
年
５
月
と
７
月
に
は
、
消
費
税

増
税
前
の
駆
け
込
み
需
要
を
見
据
え
た
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
や
、
個
別
に
専
門
家
派
遣
を
行

う
な
ど
積
極
的
に
普
及
を
図
っ
て
い
る
。

　

今
回
訪
ね
た
株
式
会
社
高
田
屋
さ
ん
は
、

富
士
急
行
線
河
口
湖
駅
か
ら
湖
畔
に
向
か
っ

て
約
３
０
０
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
位
置
し
、

主
に
町
内
の
ホ
テ
ル
・
飲
食
店
へ
食
材
な

ど
の
卸
売
と
、
店
舗
に
よ
る
食
料
品
販
売
を

行
っ
て
い
る
。
数
年
前
に
主
要
な
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
決
済
を
導
入
し
た
が
、
中
国
人
旅

行
者
の
増
加
に
伴

い
、
銀
聯
カ
ー
ド

（
ユ
ニ
オ
ン
ペ
イ
）

で
の
決
済
を
求
め

る
需
要
に
対
応
す

る
た
め
、
交
通
系

電
子
マ
ネ
ー
（
Ｓ

ｕ

ｉ

ｃ

ａ
・

ｐ

ａ
ｓ
ｍ
ｏ
な
ど
）

と
合
わ
せ
て
導
入
し
た
。
現
在
使
用
で
き
る

決
済
方
法
は
全
部
で
17
種
類
を
数
え
る
。
近

年
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
利

用
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
が
増
え
て
お

り
、
口
コ
ミ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
な
ど
に
よ
っ
て
、

今
で
は
来
店
す
る
お
客
様
の
５
割
以
上
が
外

国
人
と
な
っ
た
。
店
内
の
商
品
も
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
旅
行
者
を
意
識
し
た
内
容
に
し
、
様
々

な
種
類
の
果
物
や
、
日
本
酒
、
中
で
も
梅
酒
は

常
時
10
種
類
以
上
を
取
り
揃
え
る
。

　

従
業
員
さ
ん
は
「
商
工
会
が
開
催
す
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
て
、

同
じ
意
識
を
持
っ
た
事
業
所
が
多
い
こ
と
に

驚
い
た
」
と
話
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
地
域
一
体

と
な
っ
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
推
進
し
、

あ
ら
ゆ
る
お
客
様
の
決
済
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

て
い
く
こ
と
が
売
上
増
加
の
ポ
イ
ン
ト
に
な

る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

　

上
野
原
市
商
工
会
で
は
、
会
員
か
ら
様
々

な
業
種
の
経
営
者
（
仲
間
）
と
出
会
い
、
交
流

す
る
場
が
ほ
し
い
と
の
要
望
も
あ
る
中
、
商

工
会
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
と
し
て
普
段
、

交
流
す
る
機
会
が
な
い
異
業
種
や
他
の
地
域

の
経
営
者
と
の
交
流
会
を
毎
月
１
回
開
催
し

て
い
る
。

　

気
軽
に
参
加
で
き
る
様
、
少
人
数
で
カ

フ
ェ
な
ど
に
集
ま
り
、
楽
し
く
語
れ
る
場
と

な
っ
て
い
る
。

　

毎
回
、
新
た
な
挑
戦
を
し
て
い
る
経
営
者

か
ら
講
演
し
て
も
ら
い
、
中
小
企
業
診
断
士

の
進
行
に
よ
り
参
加
者
が
意
見
を
語
り
合
う

の
も
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　

８
月
19
日
の
開
催
で
は
、
10
名
が
参
加
し
、

小
菅
で
ビ
ー
ル
を
製
造
す
る
Ｆ
ａ
ｒ 

Ｙ
ｅ
ａ

ｓ
ｔ 

Ｂ
ｒ
ｅ
ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
㈱
代
表
の
山
田
司

朗
氏
が
「
日
本
か
ら
世
界
に
発
信
す
る
ク
ラ

フ
ト
ビ
ー
ル
」
を
テ
ー
マ
に
世
界
に
ユ
ニ
ー

ク
な
ビ
ー
ル
を
発
信
し
て
い
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
講
演
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
事
業
計
画

の
つ
く
り
方
な
ど
に
つ
い
て
参
加
者
同
士
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
今
後
、
古

民
家
を
改
築
し
て
宿
泊
業
を
開
業
し
た
外
国

人
の
方
を
は
じ
め
、
多
彩
な
ゲ
ス
ト
を
お
迎

え
し
て
講
演
し
て
も
ら
う
予
定
で
あ
る
。

　

前
向
き
な
思
い
を
持
っ
た
仲
間
と
出
会

い
、
経
営
者
同
士
だ
か
ら
話
せ
る
事
や
楽
し

く
夢
を
語
り
合
う
場
と
し
て
参
加
者
を
随
時

募
集
し
て
い
る
。
ま
た
今
後
は
、
こ
の
様
な
活

動
を
し
て
い
る
他
の
商
工
会
の
グ
ル
ー
プ
と

も
交
流
し
、
地
域
間
で
の
情
報
交
換
も
図
っ

て
い
き
た
い
と
の
事
で
あ
っ
た
。

　

皆
さ
ん
も
い
つ
も
と
違
う
時
間
、
場
所
、
仲

間
と
楽
し
く
語
り
あ
い
ま
せ
ん
か
？

年々外国人旅行者の来店頻度が増えている

うえのはらビジネスカフェ

●
上
野
原
市
商
工
会

カ
フ
ェ
で
仲
間
と
語
り
合
う
「
う
え
の
は

ら
ビ
ジ
ネ
ス
カ
フ
ェ
」
を
開
催

●
河
口
湖
商
工
会

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
獲
得
に
向
け
た

電
子
マ
ネ
ー
の
導
入
で
売
上
ア
ッ
プ



◇◇◇ ネットワークアドバイザーに聞く ◇◇◇

「消費税軽減税率制度導入にあたり」

税 理 士　斉 藤  共 秀

【私の好きなコトバ】

人は人の幸せに貢献した時に最高に幸せになれる

商
工
会
で
は
随
時
、
軽
減
税
率
の
無
料
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

令
和
元
年
10
月
1
日
か
ら
、
い
よ
い
よ
消

費
税
軽
減
税
率
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
軽

減
税
率
制
度
の
導
入
に
伴
い
、
次
の
準
備
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
再
度
確
認
を
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

①
軽
減
税
率
（
8
％
）
対
象
品
目
の
確
認

　

軽
減
税
率
の
対
象
品
目
は
「
飲
食
料
品
（
酒

類
・
外
食
を
除
く
）」
と
「
週
2
回
以
上
発

行
さ
れ
る
新
聞
」
で
す
。

　

事
前
準
備
と
し
て
、
自
社
の
売
上
・
仕
入
・

経
費
の
中
に
軽
減
税
率
対
象
品
目
が
あ
る
か

を
確
認
し
ま
す
。

②
自
社
で
発
行
す
る
請
求
書
等
の
様
式
変
更

　

請
求
書
等
の
保
存
方
式
も
変
更
さ
れ
ま

す
。
区
分
記
載
請
求
書
等
保
存
方
式
の
導
入

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
請
求
書
等
に
記
載
事

項
が
追
加
さ
れ
る
た
め
、
様
式
変
更
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

自
社
で
取
り
扱
う
商
品
に
軽
減
税
率
対
象

品
目
が
含
ま
れ
る
場
合
に
は
、
複
数
税
率
に

対
応
し
た
請
求
書
等
を
発
行
す
る
こ
と
が
出

来
る
シ
ス
テ
ム
の
準
備
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

③
複
数
税
率
に
対
応
す
る
会
計
シ
ス
テ
ム
等

の
準
備

　

軽
減
税
率
対
象
品
目
を
取
り
扱
わ
な
い
業

種
で
あ
っ
て
も
、
飲
食
料
品
を
購
入
し
た
際

に
は
税
率
を
区
分
し
た
会
計
処
理
を
行
う
必

要
が
あ
る
た
め
、
複
数
税
率
に
対
応
す
る
会

計
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

次
回
は
具
体
的
な
事
例
を
見
て
い
き
ま

す
。

創業塾
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商工会会員のみなさまご連絡をお待ちしております！！

高齢者活躍人材確保育成事業
甲府市飯田三丁目３番 28号スカイハイツ１階
TEL（055）228-8383　FAX（055）228-8389公益社団法人山梨県シルバー人材センター連合会

高齢者にふさわしい臨時的、短期的、軽易な仕事を家庭・企業・
公共団体等から引き受け、会員に提供する公益法人です。
※詳しくは山梨県シルバー人材センター連合会までお問い合わせ
ください。

商工会会員のみなさまご連絡をお待ちしております！！
◎シルバー人材センターとは…

庭木の剪定、草刈り、屋内外清掃、家事援助、障子・ふすま
の張替え　等

◎こんなお仕事をしています

（公社）
（公社）
（公社）
（公社）
（公社）
（公社）
（公社）
（公社）
（公社）

（公社）甲府市シルバー人材センター　☎０５５－２２２－９４８８

（公社）東部広域シルバー人材センター　☎０５５４－２２－２９００

（公社）東山梨地区広域シルバー人材センター　☎０５５３－３２－４１１０

（公社）富士五湖広域シルバー人材センター　☎０５５５－２２－９２４１

（公社）峡北広域シルバー人材センター　☎０５５１－２５－６３００
（公社）峡南広域シルバー人材センター　☎０５５６－２２－８７０１
（公社）峡中広域シルバー人材センター　☎０５５－２７９－６６２６
（公社）南アルプス市シルバー人材センター　☎０５５－２８２－６６３３
（公社）笛吹市シルバー人材センター　☎０５５－２２５－６７０３

☎０５５－２２２－９４８８
☎０５５４－２２－２９００
☎０５５３－３２－４１１０
☎０５５５－２２－９２４１
☎０５５１－２５－６３００
☎０５５６－２２－８７０１
☎０５５－２７９－６６２６
☎０５５－２８２－６６３３
☎０５５－２２５－６７０３

甲府市シルバー人材センター
東部広域シルバー人材センター
東山梨地区広域シルバー人材センター
富士五湖広域シルバー人材センター
峡北広域シルバー人材センター
峡南広域シルバー人材センター
峡中広域シルバー人材センター
南アルプス市シルバー人材センター
笛吹市シルバー人材センター

創業塾
富士・東部商工会地域（都留信用組合合同）

峡南商工会地域

夢を実現！目指せ起業家！

●日　時

10/5、10/12、10/19、10/26、11/2
の毎週土曜日 9：30 〜 16：30（昼休憩１時間含む）

●受講料　11,000 円（消費税込）

●会　場　都留信用組合本店（５階研修室）

●定　員　30 名

●セミナー内容

１回目：ビジネスアイデア発想法

２回目：会社設立等の基礎知識

３回目：マーケティング基礎

４回目：財務・会計の知識

５回目：ビジネスプラン作成、発表

●日　時

11/16、11/30、12/7、12/21
の毎週土曜日10：00〜15：30（昼休憩１時間含む）

●受講料　3,000 円（消費税込）

●会　場　市川三郷町商工会　六郷支所

●定　員　15 名

●セミナー内容

１回目：「成功する創業のコツ」「ビジネス

プランとは」「中小企業支援制度の

活用法」「企業経験者談」

２回目：「マーケットの見つけ方・作り方」「事

業アイデアの創出法」「創業時に必

要な手続きと知識」

３回目：「資金繰りと資金調達」「ビジネス

プラン立案のポイント」

４回目：「ビジネスプラン作成：演習」「ビ

ジネスプラン発表：個別」

斉藤会計事務所
 甲府市飯田 4- 1- 28
 ℡ 055- 244- 5053
 e-mail：info@saitokaikei. jp
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検 索

本店（甲府）：〒４００-００３５　山梨県甲府市飯田２-２-１
　　　　　　　　　TEL 055-235-9700
富士吉田支店：〒４０３-０００４　富士吉田市下吉田2-31-14 
　　　　　　　　　　TEL 0555-22-0992

山梨県信用保証協会は、皆さまに支えられ創立７０周年を迎えました。
当協会は令和元年５月28日に創立７０周年を迎えました。
これからも、県内中小企業・小規模事業者の総合的な支援機関としての役割を果たすよう
努力してまいります。
今後とも、変わらぬご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

山梨県信用保証協会 検 索
山梨県信用保証協会

フリーダイヤル 0120-970-260

山梨を支える企業とともに

〒409-2524 南巨摩郡身延町身延 3850-1

TEL 0556- 62- 0331

FAX 0556- 62- 2389 

椎茸と湯葉の専門店武州屋

　

今
回
は
身
延
町
で
無
農
薬
・
原
木
栽
培
に

よ
る
干
し
椎
茸
や
、
無
添
加
・
濃
厚
な
湯
葉

な
ど
の
販
売
を
手
掛
け
る
有
限
会
社
武
州
屋

を
訪
ね
た
。

　

創
業
は
明
治
15
年
、
代
表
を
務
め
る
佐
野

貞
人
社
長
は
、
自
然
派
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た

商
品
だ
け
を
厳
選
し
、
お
客
様
に
安
心
安
全

を
届
け
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
る
。
取

扱
う
商
品
群
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
で
、手
間

暇
を
か
け
て
乾
燥
さ
せ
た
天
日
干
し
椎
茸
を

は
じ
め
、
湯
葉
や
、
葛
も
ち
と
い
っ
た
こ
だ
わ

り
の
商
品
を
販
売
し
て
い
る
。
身
延
町
に
は

鎌
倉
時
代
、日
蓮
聖
人
が
開
闢（
か
い
び
ゃ
く
）

し
た
身
延

山
久
遠
寺

が
あ
り
、

特
に
「
身

延
湯
葉
」

は
、
日
蓮

聖
人
が
身

延
山
で
修

行
し
た
際

に
、
弟
子

が
師
を
思
い
栄
養
源
と
し
て
出
し
た
の
が
は

じ
ま
り
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
湯
葉
の
原
材

料
に
は
、
厳
選
し
た
国
産
大
豆
を
使
用
し
、
消

泡
剤
な
ど
の
添
加
物
は
一
切
使
わ
ず
に
、
じ
っ

く
り
煮
詰
め
た
豆
乳
か
ら
表
面
が
厚
く
な
る

の
を
待
っ
て
引
き
上
げ
た
肉
厚
・
濃
厚
な
の

が
特
徴
。
長
男
で
家
業
に
従
事
す
る
佐
野
信

さ
ん
は
、「
自
然
志
向
が
高
ま
る
昨
今
、
お
客

様
の
健
康
を
第
一
に
身
体
に
や
さ
し
い
食
材

を
提
供
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

　

ま
た
、
以
前
か
ら
身
延
山
門
前
町
を
活
性

化
し
た
い
と
の
考
え
か
ら
、
信
さ
ん
を
中
心

に
、
地
元
商
店
主
な
ど
が
集
う
「
み
の
べ
ー

し
ょ
ん
２
８
８
」
を
発
足
。
活
動
の
中
で
、
昨

年
１
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
テ
レ
ビ
放
映
さ

れ
た
ア
ニ
メ
『
ゆ
る
キ
ャ
ン
△
』
の
舞
台
と

な
っ
た
こ
と
で
、
県
が
主
催
す
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
ア
ニ
メ
制
作
委
員

会
と
の
関
係
性
を
強
め
て
い
っ
た
。
同
年
11

月
３
日
に
は
「
ゆ
る
キ
ャ
ン
△ 

本
栖
高
校
学

園
祭 

秘
密
結
社
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
音
楽
祭
」
を

開
催
。
秋
の
寒
空
の
下
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
に
身

を
包
み
、
プ
ロ
の
演
奏
家
と
ゆ
る
キ
ャ
ン
△
ア

こ
だ
わ
り
の
自
然
派
食
材
と
ア
ニ
メ
コ
ン
テ
ン
ツ
を

　
　
活
用
し
た
新
た
な
モ
デ
ル
形
態

　   

　
有
限
会
社 

武
州
屋

　
　
　
　
　
　

 

代
表
取
締
役 

佐
野 

貞
人 

さ
ん

                                     

（
身
延
町
商
工
会
）

コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
演
奏
会

や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
、
県
内
外
か
ら

お
よ
そ
９
０
０
人
が
参
加
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
の

成
功
に
よ
っ
て
、
身
延
町
へ
の
注
目
度
が
更
に

増
す
中
、
武
州
屋
×
ゆ
る
キ
ャ
ン
△
に
よ
る
オ

リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
企
画
・
販
売
に
も
着
手
。

店
内
で
は
15
点
ほ
ど
の
ゆ
る
キ
ャ
ン
△
グ
ッ

ズ
を
販
売
す
る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
企

画
・
デ
ザ
イ
ン
は
、
信
さ
ん
の
妻
で
あ
る
木
綿

子
さ
ん
が
担
当
し
、
夫
婦
二
人
三
脚
で
盛
り
上

げ
て
い
る
。
伝
統
と
し
て
の
椎
茸
や
湯
葉
の
販

売
に
と
ら
わ
れ
ず
、
常
に
地
域
と
一
体
と
な
っ

た
活
動
を
模
索
す
る
な
ど
地
域
振
興
に
も
余

念
が
な
い
。
９
月
に
は
「
ゆ
る
キ
ャ
ン
△ 

第

１
食 

肉
食
う
会
」
が
開
催
さ
れ
、
信
さ
ん
は
、

「
こ
れ
か
ら
も
ゆ
る
キ
ャ
ン
△
の
世
界
観
を
損

な
う
こ
と
な
く
、多
く
の
来
訪
客
に
身
延
町
の

良
さ
を
知
っ
て
い

た
だ
け
た
ら
」
と

熱
く
語
る
。
こ
れ

か
ら
も
武
州
屋
の

活
躍
か
ら
目
が
離

せ
な
い
。

店内には、贈答用の高級椎茸から家庭用
特用椎茸まで多くの種類が並ぶ
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従業員の人材育成を
お手伝いします!

品質管理基本 1 月 16 日  6 時間 3,000 円 ( 税抜 )

生産現場の問題解決 1 月 24 日  6 時間 3,000 円 ( 税抜 )

【お問い合わせ先】

ポリテクセンター山梨
電話 055-242-3066

生産性を向上するのは従業員自身です  

生産性向上支援訓練は、中小企業で働く従業員
の方が、自社の課題や問題点を自ら解決する知
識やスキルを習得する研修です。

オープン
コース

生産性向上支援訓
練

受講者募集のお知ら
せ オープン

コース

豊富な
人材情報

きめ細かな
サービス

ご利用は
一切無料

・企業出身の人材をご紹介
・貴社離職予定者の再就職を支援

ホームページをご覧下さい http:/ /www.sangyokoyo.or.jp/

甲府市丸の内２丁目１６－４　丸栄ビル５階

豊富な
人材情報

ご利用は
一切無料

きめ細かな
サービス

事業主の皆様へ

中小企業景況調査

製造業

建設業

小売業

サービス業

上 昇 上 昇

表示
好　調 やや好調 普　通 やや不振 不　振

-40.5-40.5

20.0～ 0.0～19.9 -0.1～-19.9 -20.0～-39.9 -40.0～Ｄ Ｉ

　この調査は、県内１９商工会地域の製造業、建設業、小売

業、サービス業の４業種１６５社を対象に、売上額や資金繰

りなど前年同期や前期と比較しての状況や直面している経営

上の問題点など会員事業所の景気動向を把握するために四半

期ごとに調査し、集計値をＤＩ(※)で表している。

　本県における今期（７～９月期）の５業種全体の業況判

断ＤＩは、▲３８.８と前期比で１３．２ポイント悪化してい

る。一方、来期（１０～１２月期）については、▲３２.４へ

と若干ながら改善する見通しである。

＝ ２０１９年７～９月期　実績 ＝

《主な経営上の問題点》
需要の停滞（31.2％）、原材料の上昇（12.5％）、事業資金の借入
難（9.4％）

《売上額》 《採　算》 《資金繰り》

《主な経営上の問題点》
大・中型店進出による競争激化（22.9％）、消費者ニーズの変
化（18.7％）、需要の停滞（18.7％）

《売上額》 《採　算》 《資金繰り》

0.0 0.0 -8.0

-36.0-50.0 -46.0

-29.4-52.9 -50.1

《主な経営上の問題点》
人件費の増加（21.7％）、熟練技術者の確保難（21.7％)、民間需
要の停滞（13.0％）

（※）ＤＩとは、ディフュージョン・インデックス（景気動向指数）の略で、各調査項目につ

いて「増加」・「好転」したなどとする企業割合から「減少」・「悪化」したなどとする

企業割合を差し引いた値のこと。

《完成工事額》 《採　算》 《資金繰り》

《主な経営上の問題点》
利用者ニーズの変化（27.1％）、需要の停滞（20.8％）、大企業
の進出による競争激化（12.5％）

《売上額》 《採　算》 《資金繰り》

下 降

下 降 下 降

下 降

下 降

-38.9

下 降 下 降

下 降下 降 下 降



　

そばコースランチ
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　韮崎市商工会では、７月２６日～２７日の２日間、市内のもの

づくりの現場を一般の人が見学・体験できる「ニラサキオープ

ンファクトリー２０１９」を開催した。

　韮崎市は製造業が盛んであり、世界レベルの半導体製造装置

製造企業から電子部品、金属加工、食品関連製造業などあらゆ

る分野、規模でものづくりが行われている。

　しかし、地域の人々は名前を知っていてもそこで何を作って

いるかまでは知らないケースも多い。また、将来のものづくりの

担い手を確保するためにも市内企業の魅力を伝えることが大切

である。そこで製造業集積地域ならではの取組として、ものづ

くり企業が連携し工場見学などを通じて企業の内容や魅力を一

般市民に伝えるイベントとして本事業は計画された。

　開催にあたっては、製造業に携わる若手メンバーを中心とし

た実行委員会を立ち上げ、４月から毎週金曜日に会議を開催し、

企画から運営まで準備を進めた。実行委員会メンバーは、にら

さきのものづくりに誇りを持ち、それを伝えていきたいという

熱い思いがあり、それは事業のキャッチフレーズであ

る「ぼくらのまちは、想像以上。」にこめられている。

　実行委員や職員の熱心な声掛けにより、参加企業

は２２社に山梨大学・韮崎高校が加わり、通常では入

ることができない最先端の工場や、最新鋭の工作機

械、迫力ある加工技術の見学から、キーホルダーづく

りやハンダ付けなどのものづくり体験ができるもの

など幅広い内容となった。　　　　

　また、特別企画として、テーマを持った２つの限定ツアー「自

動化のすすむ工場の今を見学するツアー」「世界に向けて Made  

in  N i r a sak i の半導体製造装置を生み出すツアー」も開催し、

にらさきらしさも加味することで、大人から子供までにらさき

のものづくりを堪能できる企画となった。

　専用ホームページの開設や、市内の小・中・高校への案内チ

ラシの配布などで一般募集したところ、２日間の参加者は延べ

２００人を超え、参加企業の手厚い説明により、参加者の感想は

満足という声がほとんどであった。

　商工会では、今後の展開として参加企業をもっと増やし、バ

スツアーなども組み合わせながら内容をさらに充実させ実施し

ていきたいという。

　本事業により、参加企業と一般の人々がつながり、「ぼくらの

まちは、想像以上。」と思う人が増え、新たな地域コミュニティ

の創造にもつながることが、地域唯一の経済団体としての使命

の一つではないか。

このまちの「ものづくり」がもっと身近なものになる

～ワクワクがたくさん詰まった２日間～

　中央市田富の旧アピタの前にお店を構える、手打ち蕎麦

「美俊」。

　店主は、東京中央区の老舗割烹店等で修行し、蕎麦の研究

も重ね、１５年前に開業した。

　自らが吟味し、厳選して辿り着いた、北海道幌加内産の蕎

麦粉から打たれる二八蕎麦は、白系統で若々しい香りと甘み

のある旨みを感じることができ、細めでコシがあり、つるっ

とした喉越しも蕎麦の風味を引き立てる。

　ランチは二種類あるそばコースが人気で、オリジナルの鳥

もつ煮と、割烹仕込みの軽くサクッと揚がった季節の天ぷら

に、旨みが染み渡る煮物、主人自らが、丹精込めて育てた自

家栽培米の、ふっくらもちもちの絶妙の炊き加減が加わり、

ついつい「おかわり」したくなる。

　芯のギリギリ削ぎ落と

して揚げられた、もろこ

しの天ぷらは、サックサ

クでジューシーで、まろ

やかな岩塩がベストマッ

チ。

　夜は一転、得意の創作

メニューで、お酒もつい

つい進んでしまう。

　２０人ほど入れる座敷もあ

り、女子会を始め、無尽や家

族連れでも気軽に立ち寄れる

お店。

　冬にはとらふぐのコースメニュー (要予約 )もリーズナ

ブルに味わえる。

　予算に合わせた料理も出してくれるとのことなので予約

時に相談するのがおすすめ。　　

　　　　　　　　（調査員　I＆S ）

クチコミ情報

住　　所：中 央 市 山 之 神１５２９-２
T　E　L：０５５ー２７３ー３１８０
営業時間： １１：３０ ～ １３：３０
　　　　　１７：３０ ～ ２１：３０
定 休 日：月曜日・第３日曜日
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